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2(月) 3(火) 4(水) 5(木) 6(金)

職員会議
ラッコ　9:30

（ 親子遊び）ランチ

イルカ　 9:30

（親子遊び）ランチ

クジラ　9:30

（ 親子遊び）ランチ

特別指導 G　14:00
C　14:00

（お店で買う）
I　14:00

9(月) 10(火) 11(水) 12(木) 13(金)

何でも相談 何でも相談
交流保育

何でも相談

きりん　 9:30

（イートイン）
療育相談 9:30

何でも相談
A　14:00

（お店で買う）
何でも相談 H　14:00 何でも相談

16(月) 17(火) 18(水) 19(木) 20(金)

りす　 9:30

（イートイン）
何でも相談

ラッコ　9:30

（サーキット）

イルカ　 9:30

（サーキット）

クジラ　 9:30

（サーキット）

療育相談 13:30 F　14:00
B　14:00

（お店で買う）
職員会議

D　14:00

（お店で買う）

23(月) 24(火) 25(水) 26(木) 27(金)

何でも相談
交流保育

何でも相談

保護者勉強会

10：00（心の発達）

しか　 9:30

（イートイン）

E　14:00

（お店で買う）
何でも相談

年少　親子遊び

14:00
J　14:00

30(月) 1(火) 2(水) 3(木) 4(金)

うさぎ　 9:30

（イートイン）

みんなでほっとする会

（保護者の気持ちのコン

トロール）10：00

年中　親子遊び

14:00

なるほど！スイッチ

（全3種類）13：30

0 令和8年11月号

静岡市清水うみのこセンター
TEL：054-335-1148
FAX：054-335-1292
Mail：shimizu-uminoko@po4.across.or.jpおたより

文化の日

勤労感謝の日

11/29（日）乳児（ラッコ・イルカ・クジラ）の活動について

年少（りす・きりん・うさぎ・しか）の活動について

年長（F・G・H・I・J）の活動について

年中（Ａ・B・C・D・E）の活動について

ペンギンルームでサーキットを行います。運動が好きな子、苦手な

子、一人ひとり違います。サーキットの種目の中でこれは楽しい！

もう1回やりたい！と思えるものが見つかるといいなと思います。

うみのこフードコートにて、自分の好きなお菓子とジュースを選んで買物します。

トレイを上手に運んで、食べて、お片付けまで自分でやってみましょう！

就学に向け、その都度、各グループに合わせた活動を行っていきます。

駒越地域のお店に出かけて買物をします。自分でお店の人とやりとりに挑戦！

小銭のご用意をお願いします。少し歩きますので、履き慣れた靴と水筒をご準備ください。



うみのこセンターのおたよりは、ホームページから閲覧することが出来ます。予定の確認等に

ご活用下さい。各行事のお知らせや、活動報告等も随時掲載していきます。

しみず社会福祉事業団のトップページより、新着情報にて最新のおたよりをご確認できます。

保護者勉強会について

＜心の発達について＞ 日時；11月26日（木）10時～ 会場；本館２階会議室
カウンセリングオフィス心葉より臨床発達心理士の稲吉静先生をお招きし、発達の視点からお子さんの姿や捉え

方を教えていただきます。日々の子育ての中でわからないことや悩むこと、

たくさんありますよね。お子さんの発達を知ることで「そうだったんだ」と

わかったり、見方や考え方が変わることがあります。

毎日の子育てを頑張っている親御さん！稲吉先生と少し肩の力が抜ける、

ほっとした時間を体験しませんか。

お子さんの年齢に関わらず全学年の保護者の方が参加できます。

参加ご希望の方はQRコードよりお申込みください。

申し込み〆切；11月5日（木）

★スタッフこらむ★ ～うみのこでの出来事をスタッフの視点で共有します～

「かして」「どうぞ」

お友達と遊んでいる時によくあるおもちゃの取り合い。

見ている親は、けんかになりそうでハラハラ。つい「取っちゃダメ。

お友達が使っているでしょ。」「貸してあげなさい。」と言ってしまいますよね。

先日、うみのこセンターでこんな場面がありました。

A君は消防車のおもちゃで遊んでいました。それを見たB君が自分も欲しくて手を伸ばしました。

A君は取られないように高く持ち上げて精いっぱいの“いやだよ”の意思表示をしてくれました。

スタッフはA君には「使っていたもんね。嫌だよね。」と声をかけ、B君には「消防車使いたく

なっちゃった？今、A君が使っているんだって。残念だったね。これならあるけどどうかな？」

と言って別の車を渡しました。B君は仕方なく、でもスタッフの提案を受け入れてくれ、もらった

車で遊び始めました。

しばらくすると、A君が戻って来て、持っていた消防車をB君にそっと差し出しました。すると、

B君も自分が持っていた車を黙ってA君に差し出し、お互い交渉成立！まだ言葉はうまく話せない

けれど、２人の間ではちゃんと意思疎通がとられ、自分たちの力でやり取りができていました。

そばにいたスタッフは何も指示をせずただ見守っていただけ。自分で一生懸命考え、お友達と

関わっていた姿に感動してしまいました。大人はつい先回りして言葉をかけてしまいますが、子

ども達を信じて見守っていると、ちゃんと自分たちで関わる力を持っているんだなあと気付かさ

れることがあります。トラブルを防ぐことも大事ですが、子どもを信じて待つことも必要だな、

と感じます。


